
「神の怒りを盛った七つの鉢」         2019 年 09 月 14 日 

ヨハネの黙示録 16 章 1 節～11 節 また、わたしは大きな声が神殿から出て、七人の 

天使にこう言うのを聞いた。「行って、七つの鉢に盛られた神の怒りを地上に注ぎなさい。」 

そこで、第一の天使が出て行って、その鉢の中身を地上に注ぐと、獣の刻印を押されてい

る人間たち、また、獣の像を礼拝する者たちに悪性のはれ物ができた。第二の天使が、そ

の鉢の中身を海に注ぐと、海は死人の血のようになって、その中の生き物はすべて死んで

しまった。第三の天使が、その鉢の中身を川と水の源に注ぐと、水は血になった。そのと

き、わたしは水をつかさどる天使がこう言うのを聞いた。「今おられ、かつておられた聖

なる方、／あなたは正しい方です。このような裁きをしてくださったからです。この者ど

もは、聖なる者たちと／預言者たちとの血を流しましたが、／あなたは彼らに血をお飲ま

せになりました。それは当然なことです。」わたしはまた、祭壇がこう言うのを聞いた。

「然り、全能者である神、主よ、／あなたの裁きは真実で正しい。」第四の天使が、その

鉢の中身を太陽に注ぐと、太陽は人間を火で焼くことを許された。人間は、激しい熱で焼

かれ、この災いを支配する権威を持つ神の名を冒涜した。そして、悔い改めて神の栄光を

たたえることをしなかった。第五の天使が、その鉢の中身を獣の王座に注ぐと、獣が支配

する国は闇に覆われた。人々は苦しみもだえて自分の舌をかみ、苦痛とはれ物のゆえに天

の神を冒涜し、その行いを悔い改めようとはしなかった。 

 

ヨハネは、神殿から七人の天使たちに、「行って、七つの鉢に盛られた神の怒りを地上 

に注ぎなさい」という大声を聞いた。神の怒りである 7 つの災いを下すように告げられた

のである。ラッパが吹かれた時の様子と似ている。第一の天使が出て行って、鉢の中身を

「地上」に注ぐと、獣の刻印を押されている人間たち、また、獣の像を礼拝する者たちに

悪性のはれ物ができた。ローマ帝国に与し、皇帝礼拝をする者たちは悪性の腫物に襲われ

た。第二の天使が、鉢の中身を「海」に注ぐと、海は死人の血のようになって、その中の

生き物はすべて死んでしまった。青い海は死人の赤い血に変色し、生き物は死に絶えた。

第三の天使が、鉢の中身を「川と水の源」に注ぐと、水は血になった。モーセが水を血に

変えたように、川の水が血になった。その時、ヨハネは水をつかさどる天使が、「今おら

れ、かつておられた聖なる方、あなたは正しい方です。このような裁きをしてくださった

からです。この者どもは、聖なる者たちと／預言者たちとの血を流しましたが、あなたは

彼らに血をお飲ませになりました。それは当然なことです」と言うのを聞いた。ヨハネは

また、祭壇が、「然り、全能者である神、主よ、あなたの裁きは真実で正しい。」と言う

のを聞いた。ローマ皇帝は皇帝礼拝を拒否するキリスト者たちを迫害し、多くの血を流し

た。聖なる全能の神が、今、その血を自らが飲むように裁かれたのは正しく、真実である

という天使と祭壇の声を聞いた。第四の天使が、鉢の中身を「太陽」に注ぐと、太陽は人

間を火で焼くことを許され、人間は、激しい熱で焼かれた。この災いを支配する権威を持

つ神の名を冒涜し、悔い改めて神の栄光をたたえることをしなかったからである。第五の

天使が、鉢の中身を「獣の王座」に注ぐと、獣が支配する国は闇に閉ざした。ローマ帝国

の暗黒さを象徴している。人々は苦しみもだえて自分の舌をかみ、自殺を図り、腫物に覆

われ、苦痛に見舞われた。それでも、彼らは神を冒涜し、行いを悔い改めようとはしなか

った。獣の上に下る神の激しい怒りが繰り返されている。 


